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52. Menetrier病と思われる一例
丸山達興・二宮ー・松崎功・
深尾立(県立佐原)
症例は 40才の女性で，食欲不振， 体重減少を訴え入
院，胃レ線で，広範囲な粘膜像の乱れ，内視鏡で，巨大
すう壁を認めた。胃亜全摘を施行，摘出標本で胃粘膜は
著しく肥厚し，大脳回転を思わせた。組織標本で，腺管
部，胃底腺の増殖が著明で，壁細胞の増殖，嚢腫形成，
腸上皮化生，間質の円形細胞浸潤がみられた。これはメ
ネトリェ病の所見に相当する。術後， RISA検索で胃液
へのアルブミン漏出を認めなかった。考察で，集計した
本邦 109例の巨大胃すう壁症を分析した。発生年令は 
16才から 68才にいたる。男女比は 2対 lである。低蛋
白血症は 30例中 10例であった。さらに AjG判明の 17
例中，血清蛋白正常で AjG低下のみの例が 9例で最も
多かった。本症例は術前血清蛋白 6.0gjdl，AjG 0.89 
が術後それぞれ 7.0gjdl， 1. 78，と上昇しており， RISA 
検索と合わせて，治癒しているものと思われた。さらに
本疾患は内科的治療は無効といわれており，外科治療の
必要性を説いた。 
53.心房細粗動を有する患者の手術治験例
中村宏・大塚清蔵(県立東金)
最近われわれは，術前心房細粗動を呈した患者を手術
する機会を得たので，若干の文献的考察を加えて報告し
た。
県立東金病院にて， 昭和 44年 7月より， 46年 10月
までの 2年 3カ月間に，術前心電図を採取して手術した 
271例のうち， 3例に心房細粗動を見た。 3例とも術前
ジギタリゼーションをせず， 1例は脊麻下に，ほかの 2
例は全麻下に手術を施行したが，いずれも，術中または
術後の急激な血圧変動に悩まされた。
従って，心房細組動を有する患者の手術の際には，そ
れをおこさせた原因疾患ならびにそのような患者の循環
器系予備力の低さなどを考えあわせると，術前，ツギタ
リゼーションを行なってから手術に移行する方が，患者
の術中術後管理上有意であると思われる。
もちろん術中，心電図をモニターすることが必要なこ
とは当然である。 
54-. Qddi氏筋閉鎖不全症の一治験例
劉崇正・大藤達(大分中央)
吉永雅俊(成東病院)
患者は， 56才の主婦で 8年前から断続する強い心寓
部痛が出現していた。腹部X線検査で右季肋部に樹枝状
のガス像を認め，これに一致してバリウムの胆道内逆流
があり，十二指腸下行脚の開口部から胆嚢，肝内胆管が
きれいに造影された。経口的，経静脈的胆嚢胆管造影は
不能であった。ビJレロー ト 2法による胃切除術を施行し
た。肝，胃，胆嚢， )也管，醇臓 Vater氏乳頭部に硬結，
結石などの異常所見なく，内胆痩もなく手術的に Oddi
氏筋閉鎖不全症であると確認された。術後 3カ月現在， 
JH-l.道ガス像消失し，経過順調で、ある。
腹部X線検査で，胆道系ガス像，バリウムのJl日道内逆
流像の原因として， 1.ガス産生菌の感染， 2.内l担撲の
存在， 3. Oddi氏筋閉鎖不全症が考えられる。 Oddi氏
筋閉鎖不全症は 1970年までに本邦で 50例報告されてい
る。その原因として，胆石，胆道炎，悪性腫、虜の浸潤，
上部腸管イレウス，十二指腸逆嬬動，先天性開口異常，
薬物の影響などが考えられる。 
55. 円筒状気泡型人工肺の開発について
伊藤進・田宮達男(国立千葉) 
1953年 Gibbonが人工肺を使用し，心房中隔欠損症
の直視下根治術の成功例を得て以来今日まで，種々の人
工肺装置の改良や体外循環時の病態生理の解明が行なわ
れ，稀釈血液体外循環の採用などにより，今日では比較
的長時間にわたる体外循環も安全に行なわれるようにな
ってきたが， 最近の人工肺への関心は， 実用的な dis-
posable気泡型人工肺の質の向上と，膜型人工肺の長時
間使用における信頼度に集約されよう。
私どもは年余にわたり人工肺の生理性向上を目差して
きたが，今回はかねてより開発中の hard-shell-plastic
性円筒状気泡型人工肺の試作が最終段階に入ったので，
その構造と機能とについて報告する。
本人工肺開発の意図は，①人工肺の生理性の向上，②
充填量の削減にある。 
56. イヌ腎零下保存の実験
尾崎 枠(千大)
イヌ腎を OOC以下 24"，48hr保存し， 自家移植する実
験を行ない，未だ成功例を得ていないがつぎの結論を得 
Tこ。
①イヌ腎凍結保存は血管障害および尿細管壊死が強
く，現時点では不可能である。
②凍結を起こさぬ範囲の OOC以下の温度においても，

保存腎の組織は血管障害，尿細管変性をきたす。

③イヌ腎保存に関して -40C付近の温度では， 凍害
防止剤として今まで使用されていた DMSO，グリセリ
ンよりエチレングリコールがすぐれている。
